
資料２２３

　　平成２８年度　：　平成２８年８月１８日～８月２９日

　　平成２９年度　：　平成２９年１０月１９日～１０月３１日

　　平成３０年度　：　平成３０年１０月１１日～１０月２２日

　　平成２８年度　：　２８３件

　　平成２９年度　：　２１８件

　　平成３０年度　：　２８２件

　　・　アンケート項目のうち、設問1-(a)、1-(b)、2-(1)について3年間の経年比較を行っています。

　　・　回答数は年度毎にばらつきがあるため、回答数ではなく回答割合で比較を行っています。

令 和 元 年 ５ 月 １ ８ 日

子 ど も 家庭部保育課

小金井市公立保育園の運営に関するアンケートについて
（平成２８年度～平成３０年度）

■　アンケート実施時期

■　アンケート回答数

■　集計方法
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■　アンケート集計結果
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H28

H29

H30

現状の小金井市の公立保育園に満足していますか？

満足している 概ね満足している あまり満足していない 不満である 未記入

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

★①保育内容

★②保育士の園児への対応

③保育士の父母への対応

★④給食の内容

⑤保育行事（お泊り保育、プレーデー、冬祭りなど）

⑥保育士の人数

⑦保育士の経験・スキル

⑧保育室の面積

⑨施設・設備

⑩園庭

⑪保育理念「子どもの最善の利益」

⑫学校教育への対応

⑬周辺環境（自然環境・道路交通事情・通勤等に便利）

⑭地域との連携

⑮異年齢保育

⑯障がい児保育への対応

⑰保育料

⑱保育日時（月～土7時～19時）

⑲その他

満足している／おおむね満足している を選択した理由（５つ以内）

H28 H29 H30

平成28～30年度の回答数を見ると、「満足している」及び「概ね満足している」と回答

した割合の合計は、各年度とも90％前後であり、満足度は高い水準を維持しているものと考

えられる。

設問1-(a)

設問1-(b)

※ 設問1-(a)で「満足している」「おおむね満足している」と回答した人のうち①～⑲を選択した人の割合を算出

・ １９項目のうち、３年間を通じて満足度が高い項目は、「①保育内容」、「②保育士の

園児への対応」、「④給食の内容」などとなっており、いずれも５０％を超える人がこれ

らの項目を選択している。

・ 「④給食の内容」を選択した人の割合が低下傾向にある反面、「⑩園庭」を選択する人

の割合は増加傾向を示している。
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　（参考：「あまり満足していない」、「不満である」と回答した人数（回答者全体に対する割合））

　・　平成28年度： 23人 (8.1%)

　・　平成29年度： 30人 (13.8%)

　・　平成30年度： 26人 (9.2%)

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

★①保育内容

②保育士の園児への対応

★③保育士の父母への対応

④給食の内容

★⑤保育行事（お泊り保育、プレーデー、冬祭りなど）

★⑥保育士の人数

⑦保育士の経験・スキル

⑧保育室の面積

★⑨施設・設備

⑩園庭

⑪保育理念「子どもの最善の利益」

⑫学校教育への対応

⑬周辺環境（自然環境・道路交通事情・通勤等に便利）

⑭地域との連携

⑮異年齢保育

⑯障がい児保育への対応

⑰保育料

⑱保育日時（月～土7時～19時）

⑲その他

あまり満足していない／不満である を選択した理由（５つ以内）

H28 H29 H30

設問1-(b)

※ 設問1-(a)で「あまり満足していない」、「不満である」と回答した人のうち①～⑲を選択した人の割合を算出

・ 「⑥保育士の人数」を理由に挙げている人の割合は、年々増加してきている。

・ 「①保育内容」、「③保育士の父母への対応」、「⑤保育行事」、「⑥保育士の人数」

「⑨施設・設備」を理由に挙げている人の割合は、年度によっては３０％を超えている。
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

Ａ 災害対策

★Ｂ 病児保育

Ｃ 病後児保育

Ｄ 19時までの延長保育の一時（日割）利用

Ｅ 延長保育（20時まで）

Ｆ 夜間保育（20時～22時まで）

Ｇ 休日保育

Ｈ 駐車場の確保

Ｉ 園のセキュリティの強化

Ｊ 園周辺道路の安全確保

★Ｋ 民営化問題の解決

Ｌ 第三者評価父母へのフィードバック

Ｍ 保育に関する相談体制の強化（より相談をしやす…

Ｎ 異年齢保育の評価

★Ｏ 保育士の欠員をふくめた体制の問題

Ｐ 障がい児の受入れ態勢の強化

★Ｑ 待機児童解消

Ｒ 保育料の見直し

Ｓ 放射線に関する測定の強化（食品の測定を含む）

★Ｔ 施設面の改善

Ｕ その他

保育や保育園関係等で市に要望したいこと（１位～５位）

H28 H29 H30

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

Ａ 災害対策

Ｂ 病児保育

Ｃ 病後児保育

Ｄ 19時までの延長保育の一時（日割）利用

Ｅ 延長保育（20時まで）

Ｆ 夜間保育（20時～22時まで）

Ｇ 休日保育

Ｈ 駐車場の確保

Ｉ 園のセキュリティの強化

Ｊ 園周辺道路の安全確保

Ｋ 民営化問題の解決

Ｌ 第三者評価父母へのフィードバック

Ｍ 保育に関する相談体制の強化（より相談をしやすくする仕組みづ…

Ｎ 異年齢保育の評価

Ｏ 保育士の欠員をふくめた体制の問題

Ｐ 障がい児の受入れ態勢の強化

Ｑ 待機児童解消

Ｒ 保育料の見直し

Ｓ 放射線に関する測定の強化（食品の測定を含む）

Ｔ 施設面の改善

Ｕ その他

保育や保育園関係等で市に要望したいこと（１位）

H28 H29 H30

設問2-(1)

※ 1位～5位のいずれかにA～Uを選択した人の割合を算出

⇒ 1位ではないものも含めて、問題意識として持っている項目をすべて洗い出した結果

※ 1位にA～Uを選択した人の割合を算出

⇒ 問題意識が一番高い物のみを集計した結果

・ 3年間通じて「O 保育士の欠員をふくめた体制の問題」が1位になっている。

・ 「K 民営化問題の解決」、「T 施設面の改善」は、年々割合が増加している。

・ 「B 病児保育」、「K 民営化問題の解決」、「O 保育士の欠員をふくめた体制

の問題」、「Q 待機児童解消」は、3年間通じて30%を超える人が選択している。

・ 「Q 待機児童解消」は年々割合が減少している。

設問2-(1) 参 考
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